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非線型項をもつ波動方程式の半離散化
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(1983年8月29日受理 )

§ よく知られているように,非線型項をもつ波動方程式1)

A) 転 -aQ+卵 3

B) 4,xt-α¢十卵 2

にはそれぞれ次のような孤立波解がある｡

A) ¢- (一昔 )1′2･

aJ応=α

B) ¢ニ ー一語 ･

ch(応t27+a)i)

Y 2P ch2(紺 十a't)

4也Jk=α

(3)

(4)

(5)

(6)

このノー トでは同様な型の孤立波解をもつように,(1)(2)式を半離散化するのをねらいとする｡

trial法により以下のような半離散型方程式とその孤立波解を見出すことができた｡

A′) [方程式]

¢n弓 ~¢ n一言= (¢n･を+め1)(α十卵n･;¢n一言)n-･j-

[孤立波解]

･n- (一号 )1/2･

a,th号-α

B′) [方程式]

ch(KTL十aJt)

¢nr ¢n一言- α(¢n･;十¢n一書)十P(Q三弓 十¢n2-を+4¢n.を¢n一書)
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[孤立波解]

¢ n - - JL･2β
ch応

ch(kn+wt+号 )ch(kn十a･t一号 )

2aJthk-α

証明は易しいので省略する｡
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